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はじめに

アカシヤモリシマ (AG.'lcia Mollissima WIL f,Il) は，タンニンの原料として， 薪!夫十オ， 枕木，ヤセ地

の造林用として最近とくに注目されはじめた樹木である J

すなわち，タンニンの含有量は，個樹により，採集部位により，官lM~をも犬きいが .2 年生のもので 19~

35%". 12 年生のもので 30%引を有し，現在のところ稼皮原料としてもっとも重要視されている

また，東京大学の千葉県慣習林で，造林した 8年生のアカシヤモリシマを伐保して，その直後に剥皮し

たうえ，製炭したところ，炭化率 21. 1%. lill!度 5. 容積重 0.6 で，光沢および音もよく，燦跳，立消え

もみとめられないので，ザヅとしては充分利用できるのではないカ・と思われる υ

その材質は，マカンパとプナ，あるいはケヤキの中間ていどをしめし，知JZz用材，枕木，電柱腕木など

の用途が考えられている"。

筆者はその旺M~.な生長力よりみて，薪炭林としても適当であると考えて，高知県におけるアカシヤモリ

シマの航妓地 3 カ所 (Fig. 1, 2 の A， B, C) についてその生育状況を調査したのでここに報告する c

E 調査地の榔 3兄

A地区・四国の最南端にある足摺仰の西南関の一角にあり (Fig. 1)，海抜高は 100m ïìíj後， }，可凶を海

抜 150~170m のさ裂で問まれ，風衝にたし、し，保護されている。

初~(殺しである恒所は ， IJ、谷にm う細長い範聞で，面積は O.332ha である (Fig. 2←A)。土壌は花岡岩

をほ材料としたl砂;r[Ji~土ないし壊土から成り ， 3mm 前後の石際を多量に含有している 土地のi奈さは 40

~70cm で，絵、休に南国は Bll 型，北国は BIl'型の土壊であるコ

すなわち， Phot. 1 でしめした南国の土壌(土問の調査院所は Fig.2 の No. 1) は A 牌は腐Mにむ;

む砂探土で， IJJ紘Wt_ì企を51 し，水温状患は乾，緊密皮は軟で，石際を多量に含有してし、る。 BI習はきわめ

て多量の石際を含有した壌土で ， 7k湿状態は潤，緊密度は堅であるコ

北面の土壌を Fig. 2 の No. 2 の恒所で調査し， Phot.2 でしめしたが，この個所はシダ、が密生し，

A屑の上には厚いシダの根系がある。 AI腎はきわめて腐植に富み，語告を含まない壌土で，緊密度は軟，水

湿状態は潤である。 BI自主磁を含まない壌土で，堅および潤であるー

気象条件は， Fig.3 のとおりであるつ年平均降水量(昭. 15. 4~31. 2) は 2 ， 627mm で，最高気温

の平均 20.80 C. 最低気温のは平均 15.0 0 C，降雪日数は年平均 5.57 日， 降霜日数は年平均 2.71 臼，

(1) 高知支場経営研究室員 (2) 高知支場土壌調査室員
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Fig.1 アカシヤモリシマの納税地 Fig.2 実線で fl~んだ部分がアカシヤモリシマの舶波地

(等高線は 20m) x 印l士土開の調査伺所

Phot. 1 Fig. 2-No. 1 の Profile Phot. 2 Fig.2 -No. 2 の Profile

結氷日数は年平均 8 .43 日である。

この林分の大半の樹木は，昭和 16 年 3 月上旬に，高知営林局から送付された，アフリカ産のタンニン

アカシヤの種子 4種を長歯桑山国有林内の山内古川に熔極し，得られた1白木をJ!! 17 年の 3 月にjji'F技した

のが，今凶の成林をみたものである" (Phot. 3) コ

B地区・ A地区のゴ防に同時に値殺したところがある (Fig. 2-B)。ここは南面の乾燥地で，傾斜 300 ，

土壌の深さは 30cm ， A, B 層ともに 3mm 前後の石礁をきわめて多量に含み， A層は腐植に乏しく緊密

度は軟， B層は堅で Bn 型の未熟土である (Fig. 4) c ここは風当りが強いために，アカシヤは幹形が正

常でないのが多い (Phot. 4~5) 。

C地区・ここは作岸より 100m 離れた南西向きの緩傾斜地で，ウバメガシ，ツバキ，ヒメユズリハ，ヤ

プニ Y ケイ，クス等の常緑広葉樹とマツが多く，ここにアカシヤが混在している (Fig. 1 , Phot. 6) ぢ

土壌は， A 屑は腐植に富む団粒構造で砂質壌土，水湿は乾で，緊密度は軟， B 層は乾および堅で，深さ
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15 年生のアカシヤモリシマの林中11Phot. 3 

12 月

Fig.3 足摺1[[甲測候所で調査した気温

(最高・最低)と降水量

旧

70cm , BJl型土Ji~である (Phot. 7) 。

泊J岸に近く，太平洋の暴風を真正面から受けるので， trJ，j冠の抜きんでているアカシヤ樹や開空基地のj川越

の潮風を直接受けるアカシヤ樹は枯れている (Phot. 8}c 

ここを皆伐して局部的に 2m 間陥にアカ今回調査した場所の付近は， 15 年前は広葉樹林であったが，

その後戦後の食糧不足のため，開翠にìQ:îする個所は伐採し，適しない個所はシヤを他殺したものである

筏された。この伐された部分で生長を続けた闘を今回調べたのである。

1í{[裁後に祁}値，除伐等の手入れかおこなわず，現在では前芽した広葉樹のなかに政調して生き浅ってい

る。

Table 1. 3 回にわたる生長調査の比較

i担当り高
径

Il旬
]1'1 

調査 l

年月日 平均
生長量
抑i1

幹材債

m" 

55.75 

均
一
一
ι

平
幹

J

幹材積高I立J本数林令調査者
数本

1 
丹2E宵t 時1

10.6 12.8 
4~24 6~19 

5.58 910 0.0612 18.51 302 10 昭25. 6. 1 ，竹下庫吉

6.76 q
υ
 

勺
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-
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957 0.0831 26.42 
11.7 
4~19 

12.5 
2~29 

318 12 昭27.8.10 福田次郎

16.0 
3~28 

丘頭 E 寛
昭3 1. 1. 141 佐竹和夫

!兵頭正寛
|佐竹和夫

3.79 日6.85 I 361 0.1399 16.79 120 15 

106.20 

昭和 25 年の調査は，直任は輪尺使用で 2cm 括的，樹高は目測，昭和 27 年の調査は，直径は

直径巻尺を使用し ， 1cm 括的で測り，樹高は 3m の測竿を使用し ， 1m 括約で測ったものであるこ

7.08 672 0.1581 35.26 
15.6 
3~31 

注

223 15 定控
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間 調査方法とその結果

A地区・調査地内のfíi木につL ・て，直径は直径巻尺

を使用して 1cm 括和jで ìllll り， 1割高は昭和 27 年 8 月

に淵査した福川氏げの ìll日定結果を採用した。

調査した結果を，筆者の調査前に調査した 2 氏のìillJ

定結果."とあわせて表示すると， Table1 のとおりで

ある 1 このうち，推定とあるのは， liijに福岡氏の調査

した後，主として昭和 29 年 8 月の 5 号台風で枯れた

り，風倒したり，挫折したりしたものの伐恨直径より

胸高l直径を推定し， J喚算して品上したものである

ïì日に福同氏の訓査したときにくらべ， 95 本減少し

ている。これは福川氏は 21股木を 2本とみなしてìillJっ

たのにたいし，筆者は 1 (問の伐俣からは1:2ドの樹幹を
Phot. 4 

生じたものとして向。とし，また ， 11、径木の切株で調査
風街地に生育したアカシヤモリシマ枯れたり幹

下部から多くの校を出したりして生長がJt旬、 出れのものもあると考えられるので，これらが原因と

Table 2. アカシヤモリシマと他の樹木の生長を比較する (10 年生 来 i 木だけ 16 1'1三Ó:!J

I生1 種
アカシヤ

ス ギ ヒ ノ キ アカマツ 来1ト -Ai¥ A 

モリシマ

平均胸高直径 cm 10.6 9.2 5.5 3.2 3.0 

平均 1ì'tî 高 m 12.8 6.2 4.0 5.7 4.9 

単木材積 押包 3 0.0612 0.0286 0.0072 0.0036 0.0027 

Iha 当り本数 910 3 ,086 2 , 749 6 ,000 17 , 636 

'/ 材積 m:! 55.8 88.4 19.7 21.7 47.8 

備 考
同一抑制J方スギ味土問ヒ内 9 岬設山本和蔵内地
査 分収穫表(R百29)援平臥(小林試報 N02l 礎票木林平

Table 3. 伐倒したものの原因別の内訳 (Fig. 1, 2 の A)

直 1i; 推定胸高直径
枯 損 J1IT¥ 佐1 挫 オ斤

C押包 cm オ三

6-10 5-9 12 2 14 

11-15 10-13 12 11 24 

16一一20 14一一 17 21 15 36 

2ト-25 18-21 8 8 16 

26-30 22-25 7 B 

31-35 26一一-29

36-40 29-31 2 4 

計 63 38 2 103 
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なったものであろう

測定方法が三者とも異なっているので.l[確な比較はできないので，概略の比較にとどめる。

斑凶の語、平均生長はが.J 10mm である。

-123一

単木の平均幹材僚は，昭和 25~27 年の 2 年間に 0.0219m' の増加をしめしている。 27~31 年の 3 カ

年間は，その本数の乏がはなはだしいので比較はムリである ο

全材僚において 25~27 年の 2 年間に 7.91m' の増加. 27~31 年の 3 年間に 8. 84m" の増加をしめし

ている。もっとも，昭和 31 年の調査の際の材績のうち. 103 本は昭和 29 年 8 月の 5 号台風までの生長

である。台風がなければ，もちろん多少は生長量が増加したであろうが，筏存木中tこは瀕死木とか樹勢の

京えた樹が見うけられる点よりみて，すでに最担任期をすぎているとみるべきであろう。

ha あたりの生長をみると. 25~27 年の 2 カ年間の年平均の生長量は. 12.74m" である。総平均生長量

の 6.76m' にくらべ，約 2 f行の生長をしてし、る。 しかし， 風間木の根をみると， みな，いたって浅く

(Phot. 9). 一万樹高生長l士服んなため，風にたし、する抵抗力が弱L 、ので，昭和 29 年 8 月の台風のため

半数が倒れたのである。したがって伐矧を延長することにより総生長量の増加をはかることは困難であろ

う。この林分は隣接地のアカマヅの生育状況よりみるに. 1 等地と思料されるのであるが. 1 等地で林令

10 年の他の樹木がどのていどの生長をしめすかを Table 2 にしめした c

これらの比較はもちろん，条件が異なるので，厳密な比較はできないが，その単木材債の大なること，

1ha あたりの他殻本数のすくないことよりみて，さらに撫育特別を良好におこない. {文矧をさげ，防風樹

'討を設iJtすればこの樹の造林は有利といえよう、

今回の iln~査では. TìíJ[l11の調査にくらべ約半数が伐倒されているが，この伐倒したものを伐良直[壬別に，

JJJ(因別に表示したものが Table 3 である c 切除の状態よりみて，切除の樹皮の枯れているものは枯れた

ため(原因は挫折や樹勢又顔〕に伐探したもの，新らしい切株で恨の浮きあがっているもの (Phot. 9) 

B 

30 

40~ I C 

Fig. 4 Fig. 2-No. 3 の土居を示す Phot. 5 

表土の浅い風街地で風倒したアカシヤモリシマ
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Phot. 6 風街地の~**n (15 年生)，左方の箔
木はアカシヤモリシマ(同じく 15 年生)

cm 
16 
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Fig. 5 アカマヅとアカシヤモリシマの生長の比較

旧 15 

Phot. 7 Fig. l-C の Profile

A地区の7ツ

l土風間のため伐採したもの，新らしい切株

で根元の状態に呉ffEのないものは挫折した

ものと推定して掲上した。

25 

日地区のマツ これらの伐採の原因のうち，枯れたもの

がもっとも多く，本数で 61%，材衝で 62

%を13め，ついで風倒のものが木数で 37

fb，材債で 34% を占め，ほとんどが風倒

と枯担のための伐採で，健全な生長をとげ

ているもので伐採されたものはない これ

らは伐期として適当な時期をlift 示している
3U'手

と考えられるであろう。
Table 4. 土壌が浅く風当りの強L、ところに生育しているアカ

γヤモリシマ (Fig. 2-B, Phot. 5~6) の直径別本数 B地区・調査木数 23 木のうち，校の折

直 径 14-5i6-loill-l九-421-231 計 れたもの 1 木，斜生している 2 本，倒れて
cm いるもの 2 本，枯れかかり 1 本，枯れたも

木 数 2 5 8 5 3 23 の 1 本，行 7本の被許があり，~り 16 本

(総本数の 70%) (主幹形:土正治であるが，

総じて生長は Table 4 にしめすように比較的に官、く，平均 13.7cm をしめしている。

この地区と，今回の調査でもっとも生長のよかった地区Aのおのおのについて，付近のアカマ γの標準

木 5 木をとり，その官径生長を調脊L，その結果と A， B 両地区におけるアカシヤの平均直径を Fîg.5 で

しめした。これによると土地の浅いところに生立しているアカマヅ (B地区千j近〕は，各樹令において，土

地の深いところに生育したもの (A地区付近〉の約半分の生一長をしめしているにすぎないが， f実根性のア
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Phot. 8 瓜街地の治結広奨1討とアカシヤモリシマの

枯木，強風のためー伎は風下iこなびいている

カシヤモリシマの同地二互にお;十る坐育の走はわずか 2

cm であるのは，このらJの4社主土士ふ由の深浅にあまり

左右されないことをしめず-'1lE左であると考える

C地区・この地区:士市ï.id.;Ltこごとぐ，海岸近くで太

平洋の風をまともに受けている アウシヤ江町[検後，

桁怖とか除[たなどの手1...れを斤わなかったのて‘広資問

(萌リη 』休が成立してそのなかにfA1刊して主き伎って

いる n これについて生存しているもの (Phot. 10") , 

立枯れになっているもの (Phot. 8\ 切除の筏ってい

るものに分けて調べた (T3.bl~ 5) 供存しているもの

のうち，小径木は幹が居 ríll しているだけで被舎はない

が，大半のものは樹皮が剥げたり，風間したり (8 本

のうち 4 木)， 前折しにりして健全な全長はしていな

し、 l、

Ph0t.9 風倒した根除，土地は深いけれ

ども根はし、たって浅い

も
w
J
ぷ
論
判

調]!t総本数 73 木のう t" j長元があがって風間して

いるものがわずか 4 木 (切問、のものが 15 俳人 LiC加

各 1 本，生存しているもの U ，;m ， 18cm 1-干 1 木)で

あるのは意外であった。これは，杭攻後;こ降、伎をおこ

なわなかったのがかえって幸いして，萌芽した広葉樹

に防風効果があったためて、はあるまいか二

もっとも，このため前ltした苗木が~M枯れ，その生長も手入れした場合iこ比べ，悪くなったで‘あろう

と考えられる "0

立枯れ木の大半の前三部が 2~5m (推定〕折れているところよりみて，切株だけ』筏っているものの多く

PhJt. 1Cl 風街地‘こ生育したアカシヤモリシマ

の 15 年生， 1 本l土橋部枯れ 1 本は伺]れている

は，中途から挫折して枯れたので伐採したものと考える また，切咲の年論数よりみて， 2~5年前(当

時の樹令1J~13 年〕に枯れたものと推定する c
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つぎに生育状況について述べる。風街地のた

林業試験場研究報告

Fig.1ーC のアカシヤモリシマの現状

(単位木〕
め樹高生長は悪く， 8~13m をしめし， A 地区

にくらべてよくなし、 c 直径生長は，切株で年輪計

のわかっているもの 5 本について調べたとこ

まろ，総平均生長で 15mm をしめしている。

調主でした 76 本の胸商店主壬の平均値〔准た，

枯 J 切

-126 

Table 5. 
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1
ム
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直径 1 生
C骨1

定〉は 13.6cm であるつこの生長量はA地区の

生長に比し，大差ないということができょう。

1
1
2
3
1
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16一一20
21-2:; 
26一一30

Table 6. Fig. 1-C の混植状態

(15 年生， ha 当り〕

l直径範囲!平均直径(本数 1 材樹
c附 c附 m;l

アカシヤモリシマ 4~19! 13.4 I 

他(ト14 I 3 ・ 1 112 ， 8∞ 

の標準地をとり，蔚この地区に面積 200m'

i 48 76 20 日計-

Table 6 芳樹との混交状態を調査したところ，

のとおりである。もっとも，アカシヤモリシマ

は，調査木数 23 木のうち生存しているものは
種樹

17 cm , 20cm , 22cm の 3 本で，筏りの 20 本は83.15 1, 150 

切除として筏っているものを胸高直径を准定し
33.45 のそ

て渇上したものであるから，厳密な意味での混13 ,950 I 116. 60 3.9 計

柏した場合の材債とはいえないが，おおよその

見当はつけられると思うの

T旦ble 6 よりみると，航毅本数を ha あたり 3 ， 000 本として 111(，林させれば， 10 年で 150m' の収陸は

可能であると予想する円

この場合の収入は 20~40 万円が期待できる4)と考えられる。

渡辺資仲氏は，アカシヤモリシマ林は伐期令を 8 主fを適当と恩われる 71 主述べているが，筆者はこの調

査結果よりみて，風街地でも土質さえ適していれば 7 ， 8 年，せいぜい 10 年生まで (ü直径にして 15cm

くらい〕に利用するつもりで ， ñ月芽林のなかに混植すれば有利にJぜ営できると考える n もっとも，防風樹

i常を筏せば，さらに被寄木はi成るにちがいなL 、。

びナむW 

アカシヤモリシマは，すでに多くの報告にみられるように，今問の調査でもいたってよい生長をしめし

ているけれども，この樹は直根が発達せず，土地が深くても根はヨコのみに長く張り，幹の生長の割りに

容易に倒伏すしたがって上長生長が探んになると風簡にたし、する抵抗力が弱くなり，根量がすくない。

しかし，風街地でも広葉樹林中に混在しているものは，ほとんど風倒をみせないのである。これらのる

8 年，せいぜ

い 10 年くらいまでに利用するつもりで施業すれば，有利に経営できるのではないだろうか。

事実から考え，土質さえ適していれば，防風林を筏すとか，広葉樹と混在させ，伐矧を 7 ，
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(Research materials) 

On the Acacia Mollissima Willd in Kochi Prefecture. 

Masュhiro Hyono and Kazuo SλrCAK.E 

(Résumめ

Acacia Mollissima is ::'. species which h:ls recently c旦me to attract general attention 

b邑C旦use of its remarkably rapid growth rate. The present writers of this report h旦ve an 

intention to make use of this species for fuel forest formation by virtue of its short cutting 

age. 

In relation this , we investigated 0礼 Acacia Mollissim'l growing in Koochi Prefecture. 

1. The height growth of this tree is very quickly. In shady valley where wind is low , 

the average yearly increment of the tree is 5.58 cubic meters under teロ years old per a口

area of one hect'lre (910 trees are there). 1日 case fiftee口 years old, the increment is 7.08 

cubic meters (672 trees 駘re there per an acre of one hectare). However, the roots of the 

tree do ロot extend downward not very deep even where the soil is deep but extend horiｭ

zontally or sideways, so that it lacks stability and is apt to f旦 11 down when swept by high 

wind. 

Accordingly as compared with the trees 旦re ten y巴ars old, the trees have been decreased 

238 trees 旦t their fifteen ye旦rs old , partly (40%) due to falling down by wind and p旦rtly

(60%) from the natural withering to death. Frbm the view point of these facts , the most 

suitable cutting age of the Acacia Mollissima is probably seven or eighth year and not later 

than 10th year. 

2. We hwe observed some A. M growing among broad leaved trees on a certain slopes 

facing south where the trees J.re exposed to strong wind cOlYling from the Pacific Ocean. 

Fifteen yeョrs age this place was cleared of all trees including broad leaved trees to be 

replaced by A. M s3.plings. However this place has been left neglected , so that they now 

appeョr to have been mixed up with broad 1巴aved trees. To be more precise the broョd

le旦ved trees served , it is presumed , 2.S wind protection trees for the A. M. Out of the 

seventy-six trees surveyed only four have been fouロd fallen down by wind , a口d the current 

annm.l diameter shows a growth of 10 mm. It roughly estim旦ted thョt in case saplings are 

plaロted at th巴 rate of 3,000 per hectare , the timber product will amou百t to 150 cubic meters 

at the tenth year from the planting, or an incom巴 200 ， 000~400 ， 000 yen. 

3. Upon the basis of facts thus we observed in this specific are旦， we have coロcluded

that the raising of A. M together with brmd leaved trees in windclept areas along the coast 

is fe司sible with some success. 

The writer are going to experinient on this promiscuous raising from the standpoint of 

economic profit and grbwth conditions. 


